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森の芸術祭森の芸術祭  
GO FORGO FOR ２０２７ ２０２７

私たちのまちが、世界と私たちのまちが、世界と� つながる� つながるアートの舞台アートの舞台に！に！

2027年秋、2027年秋、「森の芸術祭」「森の芸術祭」がが
� 高梁市にやってきます！� 高梁市にやってきます！

　2024年秋に岡山県北部を熱狂で包み、約52万人を動員

した国際芸術祭「森の芸術祭 晴れの国・岡山」。大盛況

にお応えして、2027年秋に第２回の開催が決定していま

す。そして次回、ここ高梁市は正式な「アート作品設置市」

として、世界的な現代アートの舞台となります！

高梁の魅力×現代アートの化学反応高梁の魅力×現代アートの化学反応

主役は市民の皆さんです！主役は市民の皆さんです！
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村
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井

町
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吉
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の
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と
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ま
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五
郎
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菜
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つ
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が
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。
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山田方谷肖像（平木政次筆）
個人蔵

　
今
年
（
令
和
八
年
）
は
、
郷
土
の
偉
人
・
山や
ま
だ田
方ほ
う
こ
く谷
が
亡
く
な
っ
て
一
五
〇
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
方
谷
は
幕
末
の
備
中
松
山
藩
で
歴
史
に
残
る
藩
政
改

革
を
成
し
遂
げ
た
陽
明
学
者
に
し
て
財
政
家
、
教
育
者
で
あ
り
、
民
の
幸
せ
を
願

い
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
六
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
山
田
方
谷
に
学
ぶ
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
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